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　おもに、まぐろ、さば、さんま、いわし、あじなどの赤身魚や加工品が原因です。唇や舌に刺激を感じたら食べないように！

腸管出血性大腸菌
　О１５７がよく知られています。食品の十分な加熱（75℃１分以上）をすることや生肉などを食べないなどの注意が必要です。
サルモネラ
おもな原因食品は、とり肉や卵、レバーなので取り扱いに注意しましょう。手洗いやうがいを忘れずに！

カンピロバクター
　とり肉が原因となることが多いようですが、不明なものもあります。食品を十分に加熱し、調理器具なども殺菌しましょう。
　おもな食中毒を知り、予防に努めましょう。
食中毒
が増える時期です
脳の働きを活性化する
献立レシピ紹介　子供たちに人気の「ビビンバ」の作り方です。

６月 (がつ)の給食 (きゅうしょく)目標 (もくひょう)　手 (て)洗 (あら)い・身 (み)支 (じ)度 (たく)をきちんとしよう

６月　食育だより
令和２年度
幸手市立吉田小学校
　かむことで、あごの筋肉が動き、周りの血管や神経が刺激されて脳の血流がよくなります。そして、脳の働きが活発になり、記憶力や集中力が高まるのです。また、脳にある満腹中枢が刺激されると「おなかがいっぱい」と感じるため、食べすぎを防止する効果もあります。
かむことと脳の関係とは？
よくかんで食べましょう！　かむことの４つの効果
消化を助ける
　よくかむことで、食べ物が小さくなり、だ液（消化を助ける成分が含まれている）とよく混ざって胃に送られます。
　あごの筋肉を動かすことで顔の周りの血管などが刺激され、脳の血流がよくなって脳の働きが活発になるといわれています。
肥満を予防する
　よくかむことで、脳にある満腹中枢が刺激されて満腹感を感じるため、食べすぎを防ぐことができます。
[image: ]むし歯を予防する
　だ液には食べかすを取るなど口の中をそうじしてくれる働きがあります。よくかむことでだ液が多く出ます。
　６月は「食育月間」、毎月19日は「食育の日」です。子供たちにとって、健全な食生活を送ることはとても大切です。心身の成長にも大きく影響しますので、この機会に普段の食生活を見直してみませんか？　また、６月４日〜10日は「歯と口の健康週間」です。食事の時にはしっかりとかんで、健康な生活を送りましょう。

image4.jpg




image5.jpg




image6.jpg
[ralars ]




image7.jpg




image8.png
e - N8 (4D
“BA 200e
sTER WR

SR REUI
SLESD REUTEH
FEAIES DT @)
SOFaYYY BEHT

0T
DEAZECEHTHOTRATT .
DIUVAFE2 cm. [CALATFIIDICT 2. BREHTS.

BILEDLZ. OTEBRICHZS.
BROIWEDL S,
BTRAL. D B @ZEOETTEDHY.

- VR

FFRFRMERRERTR
BUSHETUTURNSNS |

80sg -m 2C
clCALA 40 ['iﬂ WR
-50L 100g ]
- TER hE0A
s L&dS REC1
-wE oAE0A
- SR8 BEHT
BV TS
JFaYrY - SRETEIE
WELTESL.
COLYEDENTS
AAEFHERASNBEUE

EEDOCEYNEREUZE
nEUE.




image9.png
N N N L L e AL E e ML NN )

e U NN NN N 20




image10.png




image11.png




image12.png
QHJI-AH@AHJI-‘HQHa-ll.ua
' [

R ~

‘ '
QHJI-AH@AHJI-ua@ua-n.ua




image13.png




image14.png
PEEOE




image15.png




image16.jpg




image1.png




image2.jpg




image3.jpg
()

. 9000
Soon





